
主な内容
今月は町税滞納整理強調月間です‥‥

こんにちは 地域包括支援センターです‥

身近なことから環境について考えてみませんか‥

第80号町議会だより第１回定例会‥‥

入園式 入学式‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

町税などの納期限／夜間納税窓口開設‥

「今日はうれしいね」
４月６日に行われた弟子屈小学校（佐野哲哉校長）の入学式での
１コマです。歓迎の歌でお兄さん、お姉さんが歌ってくれた有
名なアニメ映画の主題歌に、思わず笑みがこぼれた新入生。楽
しい小学校生活の始まりです。

（関連記事20～21ページ）
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平成28年度の町税・使用料などの納付書が発行されます

　

平
成
27
年
度
分
の
町・道
民
税
、固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保

険
税
な
ど
の
納
入
は
お
済
み
で
す
か
。

　

納
税
通
知
書
を
お
確
か
め
の
上
、
未

納
の
場
合
は
５
月
末
ま
で
に
必
ず
納

め
て
く
だ
さ
い
。

　　

滞
納
の
あ
る
場
合
は
、１
日
も
早
く

解
消
す
る
た
め
、
納
税
相
談
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　　
「
納
税
」は
、
国
民
そ
し
て
住
民
と
し

て
の
大
切
な
義
務
で
す
。

　

税
金
を
完
納
し
て
、
自
立
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

納
入
は
お
済
み
で
す
か

納
税
相
談
の
ご
利
用
を

自
立
し
た
町
づ
く
り
の
た
め

　

町
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
使
用
料
な

ど
が
、
あ
な
た
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自

動
的
に
納
入
さ
れ
る
方
法
で
す
。

　

口
座
振
替
に
は
次
の
よ
う
な
利
点

が
あ
り
ま
す
。

▼�

納
入
の
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
お
出
か

け
に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

▼�

う
っ
か
り
納
入
期
限
を
忘
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
な
く
な
り
ま
す
。

▼�

い
つ
の
間
に
か
滞
納
と
な
り
、納
入
に

苦
心
す
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
す
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町・道
民
税（
普
通
徴
収
）、固
定
資
産

税
、軽
自
動
車
税
、国
民
健
康
保
険
税
、

住
宅
使
用
料（
公
住
）、
保
育
料
、
介
護

保
険
料
、
水
道
使
用
料
、
下
水
道
使
用

料
な
ど
で
す
。

　

釧
路
信
用
金
庫
本
・
支
店
、北
洋
銀
行

本
・
支
店
、摩
周
湖
農
業
協
同
組
合
、ゆ

う
ち
ょ
銀
行
で
す
。

　

取
扱
金
融
機
関
ま
た
は
役
場
税
務

課
、
川
湯
支
所
で
、
預
金
通
帳
使
用
の

印
鑑
を
持
参
し
、
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
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す
。
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み
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き

　軽自動車税の納期限は
５月２日㈪です。
　忘れずに納めていただ
くようお願いします。

忘れていませんか？

軽自動車税

長期にわたる滞納　誠意のない滞納者には
 給料、預貯金、不動産など差し押さえの滞納処分を実施

今月は町税滞納整理強調月間です

もう一度納税通知書をお確かめください

納税は便利な口座振替で

町税・使用料などの完納を！

問い合わせ先／役場税務課納税係☎４８２‐２９１４（課直通）

５月31日は自動車税の納期限です
　自動車税は、４月１日現在の運輸支局登録に基づいて課税される道税です。今年度の納期限は５月31日㈫で
す。必ず納期限までに納めましょう。
　納税通知書は５月９日に発送します。住所が変わった方や納税通知書が届かない方は、ご連絡ください。
　自動車税は、各金融機関や郵便局、コンビニエンスストア、総合振興局などで納めることができます。また、パ
ソコンや携帯電話、スマートフォンからインターネット上の専用サイトを利用したクレジットカード納税（納税
通知書に納付番号と確認番号が印字されているものに限ります）もできます。
　納期限までに全額納められないなど、納税に関するご相談がある方は、納税通知書をご用意の上、下記までお
問い合わせください。

❏納税の相談・問い合わせ先
　釧路総合振興局納税課（釧路市浦見２丁目２‐54）☎０１５４９１７９

❏自動車税の課税内容・自動車取得税に関する問い合わせ先
　札幌道税事務所自動車税部（札幌市北区22条西２丁目）
　自動車税の課税内容☎０１１‐７４６‐１１９０
　自動車取得税の課税に☎０１１‐７４６‐１１９５

❏ホームページもご利用ください
　道税　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/zim/
　札幌道税事務所自動車税部　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/dzc/
　釧路総合振興局納税課　http://www.kushiro.pref.hokkaido.lg.jp/ts/nzi/

　ゴールデンウィーク（ＧＷ）は遠くへ出かけるという方も多いのではないでしょうか？

　３月12日に道東自動車道（白糠ＩＣ（インターチェンジ）～庶路ＩＣ～阿寒ＩＣ）と釧路外環状道路（釧路西ＩＣ～釧

路中央ＩＣ～釧路東ＩＣ）が開通し、高速道路を利用してみるという方もいらっしゃることでしょう。

　エコドライブの実践で燃費を軽減し、環境にもお財布にも優しくなりましょう。

　小さなことからコツコツと！環境に配慮した行動

の積み重ねが地球や家庭の「エコ」につながります。

「エコ」って…？
　元々は「エコロジー」からきている和製英語です。エコロジーには

生態学という意味があり、そこから「生態・環境に配慮した行動・活

動」を行う際に使われるようになりました。

　

ＧＷもエコドライブを実践しよう

問い合わせ先／役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）

エコの

すすめ

エコドライブの実践方法

　 �車間距離にゆとりを持って加速・減速の少ない
運転

　�車間距離が短くなると、無駄な加速・減速が多くなり

ます。

　 �ふんわりアクセル「ｅスタート」

　�ゆっくりアクセルを踏んで発進しましょう。

　 �減速時は早めにアクセルを離そう

　�アクセルから足を離すとエンジンブレーキが作動し

ます。

　 �渋滞を避け、余裕をもって出発しよう

　�渋滞や交通規制を確認し、時間と燃料を節約しまし

ょう。

　 �タイヤの空気圧から始める点検・整備

　�タイヤの空気圧が低いと燃費が悪くなります。エン

ジンオイル類も、定期的に交換することで燃費が向

上します。

　 �不要な荷物は降ろそう

　�車の燃費は、荷物の重さや空気抵抗に影響されます。

不要な荷物は降ろし、スキーキャリアなど使用しな

いときは外しましょう。
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高齢者の皆さんを総合的に支援

こんにちは 地域包括支援センターです

問い合わせ先／町地域包括支援センター（役場健康推進課内）☎４８２‐２９３５（課直通）

特定不妊治療 費用を助成します！
　赤ちゃんが欲しいのになかなか授からない、でも不妊治療は経済的負担が大きくて…とお悩みの方はいらっ
しゃいませんか？町では４月から、特定不妊治療（体外受精や顕微授精による治療）の費用助成を行っています。

▼ �対象／ご夫婦のいずれかの住民票が１年以上、本町にある方で、北海道特定不妊治療助成事業の助成を受けた
方、または受ける見込みのある方。

▼ �助成額
妻（特定不妊治療） 夫（男性不妊治療）

年齢 40歳未満 年齢制限なし40歳以上43歳未満
助成回数 通算６回 生涯1回通算３回
助成限度額 １回15万円まで

※詳細については、町公式ウェブサイトをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

問い合わせ先／役場健康推進課健康推進係☎４８２‐２９３５（課直通）

　林野火災が心配される季節になりました。
　町民の皆さんや観光客の方が、余暇などを利用して山林に立ち入ること
が多くなるシーズンです。山火事防止のため、次の点にご協力をお願いし
ます。

�山林内での喫煙や携帯ガスコンロなどの火気の取り扱いに、十分注意し
ましょう。
�チェーンソーなどの機械の使用には、十分注意しましょう。

▼ �林野火災予防強調期間／４月21日㈭〜５月31日㈫

弟子屈町林野火災予消防対策協議会からのお知らせ
～山火事は 森の命を 消していく～

　　　　　　　　　　　　　弟子屈町林野火災予消防対策協議会
　　　　　　　　　　　　　（事務局／役場農林課林務係☎４８２‐２９３６（課直通））

問い合わせ先／

皆さん「地域包
ほう

括
かつ

支援センター」をご存じですか？
同センターは、本町で暮らす65歳以上の皆さんが住み慣れた地域で自分らしい生活を続けられるよう

介護サービスをはじめ、福祉・健康・医療など、さまざまな面から総合的に支える組織です。

 どこにあるの？

　役場１階、健康推進課の中にあります。

 どんな人がいるの？

　主任ケアマネジャー、保健師と社会福祉主事がいます。

 どんなことをしているの

１　なんでも相談（総合相談支援業務）
　65歳以上の皆さんや、その家族の方の相談を受け、制度やサービスに関するさまざまな情報を提供しています。
　医療機関への紹介も行っています。

２　自立した生活をお手伝いします（介護予防ケアマネジメント）
　�「介護保険の対象になる可能性のある方（二次予防高齢者）」や「介護保険の対象の方のうち、要支援１・２の方」を対象と

して、生活支援の計画を作成し、介護予防サービス利用の調整をしています。

３　要介護状態にならないような地域づくりをしています（介護予防事業）NEW!!
　①一次予防事業／本町に住む方に対し、年齢を重ねても外出して、体を動かし、人と交流できるよう支援します。
　　★介護予防サークルへの支援
　　★冬場の転倒予防教室への支援
　②二次予防事業／一定の基準に該当した方に対し、２つの教室を開催しています。
　　★ほがらかクラブ／週１回、３カ月間、教室に通って運動機能改善を目指します。
　　★�ビタミン教室／月２回、半年間、教室に通って外出機会をつくり、運動や口腔（こうくう）機能の改善を目指し

ます。
　③�リハビリテーション専門職員の地域への派遣／個人のお宅や、小さなグループで体操をしたい方に作業療法士

や理学療法士、言語聴覚士を派遣し、自宅での生活や介護予防を支援します。
　④�ボランティア育成／社会福祉協議会、ボランティア連絡協議会と共に介護予防サポーター（ふまねっと、ガンバ

ルーン、脳トレ）などを育成、支援します。

４　皆さんの権利を守ります（権利擁護）
　65歳以上の皆さんが安心していきいきと暮らすために、皆さんが持つさまざまな権利を守ります。
　成年後見制度の紹介、虐待の早期発見や消費者被害への対応などを行います。

　�成年後見制度／認知症、知的障がい・精神障がいなどにより判断能力が不十分になったときに、財産管理や契約で不
利益を被ったり、人間として尊厳がそこなわれたりすることのないよう、主に法律面で支援することです。

５　さまざまな方面から皆さんを支えます（包括的・継続的支援ケアマネジメント）
　適切な介護サービスを利用できるように、地域のケアマネジャーを支援します。
　また、主治医やケアマネジャーなどの他の職種、地域の関係機関との連携を取っていきます。

６　認知症について
　ご本人、ご家族や近隣の方などの認知症の相談に応じます。
　また、認知症への理解を深め、安心して地域で暮らせるよう支援します。
　①相談の受け付け／電話、来庁、訪問やメールなどで、ご相談に応じます。
　②認知症サポーター養成講座の開催／希望される方は、ご連絡ください
　③�ＳＯＳネットワーク／徘徊で行方不明になる可能性のある方の情報を町や警察などで共有したり、行方不明に

なったときに捜索したりします。
　④�かんたん位置情報サービス／徘徊（はいかい）で行方不明になる可能性のある方の場所を、ご家族が場所を把握

できるようＧＰＳ（地球上の現在位置を測定するためのシステム）装置を貸し出します。
　⑤笑劇団Cat’s／認知症啓もうのため、寸劇を披露しています。ご要望があれば、どこへでも伺います。
　⑥認知症出前講座／ご要望の場所へ赴き、認知症についての講話を行います。
　⑦脳トレ摩周／脳と体を活性化するゲームや体操のサポーターを、要望のあるところに派遣します。

７　その他
　介護をしているご家族向けの講演会を、弟子屈町介護者と共に歩む会と一緒に行っています。
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介護サービスをはじめ、福祉・健康・医療など、さまざまな面から総合的に支える組織です。
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　適切な介護サービスを利用できるように、地域のケアマネジャーを支援します。
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６　認知症について
　ご本人、ご家族や近隣の方などの認知症の相談に応じます。
　また、認知症への理解を深め、安心して地域で暮らせるよう支援します。
　①相談の受け付け／電話、来庁、訪問やメールなどで、ご相談に応じます。
　②認知症サポーター養成講座の開催／希望される方は、ご連絡ください
　③�ＳＯＳネットワーク／徘徊で行方不明になる可能性のある方の情報を町や警察などで共有したり、行方不明に

なったときに捜索したりします。
　④�かんたん位置情報サービス／徘徊（はいかい）で行方不明になる可能性のある方の場所を、ご家族が場所を把握

できるようＧＰＳ（地球上の現在位置を測定するためのシステム）装置を貸し出します。
　⑤笑劇団Cat’s／認知症啓もうのため、寸劇を披露しています。ご要望があれば、どこへでも伺います。
　⑥認知症出前講座／ご要望の場所へ赴き、認知症についての講話を行います。
　⑦脳トレ摩周／脳と体を活性化するゲームや体操のサポーターを、要望のあるところに派遣します。

７　その他
　介護をしているご家族向けの講演会を、弟子屈町介護者と共に歩む会と一緒に行っています。
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
鈴
木
禎
洋
で
す
。

　

弟
子
屈
に
来
て
半
年
が
過
ぎ
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
や

久
し
ぶ
り
に
見
る
地
面
を
見
て
、
春
を
感
じ
る
今

日
こ
の
ご
ろ
で
す
。そ
し
て
年
度
の
初
め
を
迎
え
、

協
力
隊
と
し
て
早
く
も
２
年
目
の
活
動
と
な
り
ま

し
た
。１
年
目
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
り
ま

し
た
が
、活
動
で
き
る
残
り
２
年
間
も
、南
弟
子
屈

の
こ
と
、個
人
と
し
て
や
り
た
い
こ
と
を
、自
分
の

で
き
る
範
疇（
は
ん
ち
ゅ
う
）で
す
が
、
精
い
っ
ぱ

い
、じ
た
ば
た
や
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
「
や
り
た
い
こ
と
」は
、
１
年
目
の
間
に
決
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
ラ
イ
ダ
ー
ハ
ウ
ス
」と「
狩

猟
」。協
力
隊
に
な
る
前
、一
人
ふ
ら
ふ
ら
と
日
本

中
を
遊
び
ま
わ
っ
て
い
た
と
き
に
抱
い
て
い
た

２
つ
の
願
望
に
挑
戦
で
き
る
と
い
う
の
は
、本
当

に
幸
運
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ラ
イ
ダ
ー
ハ
ウ
ス
に
関
し
て
は
、
設
置
場
所
、

道
東
に
吹
く
追
い
風
に
乗
っ
て

弟
子
屈
の
未
来
を
輝
く
も
の
に

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
小
林
由
紀
子
で
す
。

　

ま
ず
、
ご
報
告
で
す
。４
月
１
日
に
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
４
人
全
員
が
町
長
よ
り
辞
令
を
い

た
だ
き
、引
き
続
き
活
動
に
励
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

さ
て
、
今
年
度
の
私
の
目
標
は
、
引
き
続
き
イ

ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外
国
人
）誘
致
と
受
け
入
れ
体

制
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。ま
だ
あ
ま
り

弟
子
屈
へ
来
て
い
な
い
欧
米
の
旅
行
者
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
、
町
の
観
光
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
弟
子
屈
な
び
」英
語
版
の
拡
充
に
努
め
て
い
き
ま

す
。観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
温
泉
な
ど
の
紹
介
は
、
外

国
人
目
線
を
意
識
す
る
た
め
に
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語

指
導
助
手
）の
先
生
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、よ
り

魅
力
あ
る
解
説
に
な
る
よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、な
る
べ
く
タ
イ
ム
リ
ー
に
イ
ベ
ン
ト
情
報

な
ど
を
掲
載
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。て
し

か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
が
運
営
す
る「
弟
子

屈
な
び
」を
ご
存
じ
な
い
方
は
、ぜ
ひ
、こ
の
機
会

に
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
今
回
は
、
観
光
の
広
域
連
携
の
動
き
に

つ
い
て
も
少
し
ご
紹
介
し
ま
す
。私
も
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る

「
水
の
カ
ム
イ
観
光
圏
」

（
釧
路
・
阿
寒
・
摩
周
の
広

域
連
携
事
業
）が
昨
年

度
、
全
国
13
の
観
光
圏

の
一
つ
と
し
て
観
光
庁

か
ら
正
式
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
、弟
子
屈

協力隊通信
小林さん（左）

＆
鈴木さん（右）

地域おこし協力隊facebook（フェイスブック）
https://www.facebook.com/teshikagachiikiokoshikyouryokutai

日々の活動
発信中！

弟
子
屈
の
良
さ
に
触
れ
ら
れ
る

居
心
地
の
良
い
宿
を
開
き
た
い

簡
易
宿
所
の
認
可
や
設

備
の
改
修
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ

り
ま
す
。最
近
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
民
泊
問

題
と
も
関
わ
り
が
あ
る

の
で
、
制
度
の
不
透
明

感
が
あ
る
の
が
現
状
で

す
が
、旅
人
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
て
弟
子
屈
の
良

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。何
よ
り
、
自
分
自
身

が
管
理
人
と
し
て
旅
人
と
関
わ
っ
て
い
た
い
と

い
う
思
い
の
た
め
に
実
現
し
た
い
で
す
。

　

先
日
、岐
阜
県
郡
上
市
に
視
察
に
行
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。郡
上
市
は「
郡
上
踊
り
」と
い
う

徹
夜
で
の
盆
踊
り
や
、き
れ
い
な
川
で
の
川
遊
び

な
ど
が
有
名
な
観
光
地
。愛
知
県
出
身
の
私
に
は

２
時
間
で
行
け
る
里
山
と
い
う
こ
と
で
、橋
か
ら

飛
び
込
ん
だ
り
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
キ
ャ
ン
プ
を

し
た
り
と
思
い
出
も
多
い
、と
て
も
好
き
な
場
所

で
す
。そ
の
郡
上
市
で
前
か
ら
行
き
た
か
っ
た
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
に
泊
ま
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ

こ
は
本
当
の
実
家
の
よ
う
な
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
、

居
間
の
よ
う
な
共
有
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、宿
泊
者

以
外
の
地
域
の
人
も
気
軽
に
来
ら
れ
る
、そ
ん
な

場
所
で
し
た
。私
が
今
ま
で
利
用
し
て
き
た
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
は
、
滞
在
者
同
士
の
交
流
は
あ
っ
て

も
、地
域
の
方
と
の
交
流
と
い
う
の
は
あ
ま
り
な

か
っ
た
の
で
、
と
て
も
よ
い
も
の
で
し
た
。小
京

都
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
密
集
し
た
住
宅
街
の
中
で
、

本
当
に
郡
上
の
住
民
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

弟
子
屈
で
宿
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、豪

華
で
は
な
い
け
れ
ど
、ず
っ
と
い
た
い
と
思
え
る

よ
う
な
居
心
地
の
良
い
場
所
を
つ
く
れ
た
ら
と

思
い
ま
す
。

を
含
む
道
東
エ
リ
ア
の
広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト

形
成
計
画「
ア
ジ
ア
の
宝　

悠
久
の
自
然
美
へ
の

道　

ひ
が
し
北
・
海
・
道
」が
、広
域
観
光
周
遊
ル
ー

ト
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、
弟
子
屈

の
玄
関
都
市
で
あ
る
釧
路
市
が
国
の「
観
光
立
国

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」に
選
定
さ
れ
、阿
寒
国
立
公
園
が

ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
構
想
に
選
ば
れ

る
可
能
性
も
出
て
き
て
い
ま
す
。道
東
に
は
確
実

に
追
い
風
が
吹
き
始
め
て
い
ま
す
。こ
の
風
に
乗

れ
る
か
ど
う
か
が
、弟
子
屈
の
未
来
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
張
っ
て
、
風
に
乗

り
遅
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

居心地の良かった郡上のゲストハウス

今年度も４人それぞれに頑張ります

身近なことから
環境について
考えてみませんか

弟子屈町
植 樹 祭

苗木無料
配 布 会

摩周湖クリーンウオーク
２０１６

　森林はたくさんの生命を守り、育て、きれいな水を生み出す

ことはもちろん、地球温暖化の原因の１つである二酸化炭素を

吸収してくれる、地球にとってかけがえのない財産です。とて

も重要な働きをする森林を大切に守り育てていくことは、わた

したちに課せられた大切な使命です。

　美しい緑のふるさとを次の世代に引き継ぐために「弟子屈町

植樹祭」と「苗木無料配布会」を行います。みんなで町に緑を増やし

ましょう。多数の皆さんの参加をお待ちしています。

　また、素晴らしい環境を守っていくための取り組みとして「摩

周湖クリーンウオーク」を開催します。こちらへの参加も、お待

ちしています。

広報てしかが 2016.5　6
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第41回児童生徒
読書感想文コンクール

　児童生徒読書感想文コンクールに、多くの優秀な作品が寄せ
られました。
　先月に引き続き、最優秀作品を紹介します。

■
中
学
校
１
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

戦
争
は
あ
っ
て
は
い
け
な
い

　
弟
子
屈
中
学
校
　
畠 

山
　
颯 

太 

君

　

こ
の
本
は
、
広
島

の
被
爆
者
の
一
人
で

あ
る
宇
根
利
枝
さ
ん

と
い
う
人
が
体
験
し

た
こ
と
を
書
か
れ
た

本
で
す
。

　

僕
が
こ
の
本
を
読
も
う
と
思
っ
た
理
由
は
、 

歴
史
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
重
大
な
出
来

事
だ
し
、戦
争
の
こ
と
を
詳
し
く
知
り
た
か
っ

た
か
ら
で
す
。

　

一
九
四
五
年
八
月
六
日
に
広
島
に
原
子
爆

弾
が
落
と
さ
れ
、
利
枝
さ
ん
は
被
爆
し
ま
し

た
。そ
の
と
き
に
、
体
じ
ゅ
う
火や

け
ど傷
で
皮
膚
が

垂
れ
下
が
っ
て
い
た
人
に
利
枝
さ
ん
は
水
を

飲
ま
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。な
ぜ
な
ら
、
水
を
飲

ま
せ
る
と
死
ん
で
し
ま
う
の
で
、そ
れ
が
恐
ろ

し
か
っ
た
か
ら
で
す
。被
爆
者
は
結
局
の
ど
が

渇
い
た
ま
ま
苦
し
ん
で
死
ん
で
い
き
ま
し
た
。

利
枝
さ
ん
は
、そ
れ
な
ら
水
を
た
く
さ
ん
飲
ま

せ
て
あ
げ
た
か
っ
た
と
後
悔
し
、慰
霊
碑
へ
の

献
水
が
始
ま
り
ま
し
た
。も
し
自
分
が
利
枝
さ

ん
だ
っ
た
ら
、わ
か
ら
な
い
で
被
爆
者
に
水
を

飲
ま
せ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。で
も
本
当
に
そ

の
場
所
に
い
な
け
れ
ば
、僕
が
ど
う
い
う
行
動

を
し
て
い
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。水
を
あ
げ
な

い
で
逃
げ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
れ

は
本
当
に
体
験
し
た
人
で
な
い
と
ど
ん
な
に

悲
さ
ん
だ
っ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。で
も
体
験

し
た
人
が
戦
争
の
悲
さ
ん
さ
を
伝
え
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。利
枝
さ
ん

は
、
語
り
べ
の
依
頼
を
引
き
受
け
、
修
学
旅
行

の
生
徒
に
戦
争
の
話
を
伝
え
ま
し
た
。僕
が
す

ば
ら
し
い
と
思
う
の
は
、原
爆
を
体
験
し
て
い

な
い
人
に
、戦
争
の
話
を
し
て
戦
争
を
二
度
と

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
嫌
な
記
憶
を
す
べ
て
話

し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。語
り
つ
が

れ
る
こ
と
が
ど
ん
な
に
大
事
な
の
か
が
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
。

　

今
は
、戦
争
を
体
験
し
た
人
た
ち
が
高
齢
化

な
ど
で
亡
く
な
っ
て
い
っ
た
り
し
て
戦
争
を

知
ら
な
い
人
が
増
え
て
い
ま
す
。僕
も
そ
の
一

人
で
す
。僕
の
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
は
戦
争
の
体

験
者
で
す
。戦
時
中
は
無
事
だ
っ
た
け
ど
、
終

戦
後
に
は
シ
ベ
リ
ア
の
捕
虜
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
自
分
の
体

験
を
本
に
し
て
、
僕
の
家
に
も
く
れ
ま
し
た
。

内
容
は
シ
ベ
リ
ア
で
強
制
労
働
さ
せ
ら
れ
て

ど
れ
だ
け
辛つ

ら

か
っ
た
か
な
ど
が
書
い
て
あ
り

ま
す
。今
は
釧
路
に
い
ま
す
。僕
は
身
近
に
戦

争
を
体
験
し
た
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。

今
度
釧
路
に
行
っ
た
ら
そ
の
ひ
い
じ
い
ち
ゃ

ん
に
戦
時
中
や
戦
後
の
こ
と
を
詳
し
く
教
え

て
も
ら
い
た
い
で
す
。僕
の
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん

の
よ
う
に
戦
後
苦
し
ん
だ
戦
争
の
体
験
者
も

い
ま
す
。

　

戦
争
で
悲
さ
ん
だ
っ
た
の
は
、広
島
や
長
崎

の
原
爆
投
下
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。東
京
大

空
襲
だ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。日
本
の
す
べ
て

の
戦
争
だ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。世
界
で
起
き

た
す
べ
て
の
戦
争
を
指
す
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。生
き
残
っ
た
の
に
、利
枝
さ
ん
の
よ
う
に
何

か
を
悔
い
た
り
、生
き
残
っ
た
こ
と
を
恥
じ
た

り
、戦
争
が
終
わ
っ
て
七
十
年
た
つ
の
に
い
ま

だ
に
苦
し
ん
で
い
る
人
も
い
ま
す
。僕
が
こ
の

本
を
読
ん
で
強
く
思
っ
た
の
は
、戦
争
の
悲
さ

ん
さ
を
ほ
か
の
体
験
者
か
ら
も
詳
し
く
学
ん

で
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
と
、そ
れ
に
よ
っ
て

僕
も
誰
か
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と

で
す
。そ
し
て
、
今
僕
の
周
り
に
い
る
友
達
や

家
族
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。今
僕
が

で
き
る
平
和
へ
の
一
歩
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

　
書
名『�

夏
の
花
た
ち
』　 

鈴
木
　
ゆ
き
江
　
著

（
寸
評
）

　

登
場
人
物
の
戦
争
体
験
を
と
お
し
て
、そ
れ
を
自

分
の
身
近
な
問
題
と
し
て
と
ら
え「
戦
争
」そ
の
も
の

を
と
て
も
深
く
掘
り
下
げ
て
い
ま
す
。誰
も
が
悲
惨

で
愚
か
な
行
為
と
思
う
こ
の
戦
争
を
曽
祖
父
の
シ

ベ
リ
ア
で
の
強
制
労
働
の
体
験
も
入
れ
な
が
ら
、戦

争
未
体
験
の
自
分
自
身
の
立
ち
場
を
客
観
的
に
見

つ
め
、そ
し
て
何
を
な
す
べ
き
か
が
は
っ
き
り
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
と
て
も
す
ば
ら
し
か
っ

た
の
は「
戦
争
」を「
世
界
全
体
の
問
題
」と
し
て
と
ら

え
、
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く「
語
り
継
ぐ
」こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
で
す
。畠
山
君
自
身
が
曽

祖
父
の
体
験
談
を
ど
こ
か
で
話
す「
語
り
部
」の
一
人

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

■
中
学
校
２
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

生
き
る
こ
と
の
大
切
さ

　
川
湯
中
学
校
　
石 

川
　
瑠 

望 

さ
ん

　

こ
の
物
語
は
、
一

人
の
青
年
が
、
変
わ

っ
た
ア
ル
バ
イ
ト
を

す
る
所
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
刑
務
所

の
看
守
な
の
で
す
が
、普
通
の
看
守
で
は
な
く

地
下
に
い
る
受
刑
者
の
女
の
監
視
と
と
な
り

の
部
屋
に
あ
る
モ
ニ
タ
ー
に
映
る
画
面
を
観

察
す
る
と
い
う
仕
事
で
し
た
。モ
ニ
タ
ー
に
映

っ
て
い
る
の
は
、日
本
で
は
な
い
場
所
に
一
人

の
大
人
と
15
才
に
な
る
子
供
４
人
し
か
い
な

い「
ミ
ン
村
」と
い
う
所
で
、そ
こ
は
半
径
３
㎞

以
外
は
無
数
の
地
雷
が
う
ま
っ
て
い
る
危
険

地
帯
な
の
で
す
が
、そ
こ
へ
出
な
け
れ
ば
危
険

は
な
い
所
で
し
た
。

　

私
は
、な
ん
で
ミ
ン
村
と
い
う
所
に
無
数
の
地

雷
が
う
ま
っ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

子
供
の
一
人
が
、
受
刑
者
の
女
の
子
供
で
、

産
ま
れ
た
時
か
ら
そ
の
女
の
刑
が
執
行
さ
れ

た
の
で
す
。そ
の
女
の
所
に
も
、
テ
レ
ビ
が
あ

っ
て
危
険
な
場
所
で
育
っ
て
い
く
自
分
の
子

供
を
た
だ
見
て
い
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
、子

供
に
な
に
も
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
な
い

と
い
う
苦
し
み
を
味
わ
う
こ
と
が
、刑
だ
っ
た

の
で
す
。そ
れ
は
15
年
間
と
い
う
期
間
で
、
あ

と
一
ヶ
月
ほ
ど
で
刑
が
終
わ
る
時
に
青
年
が

女
の
刑
が
終
わ
る
ま
で
の
一
ヶ
月
間
、ア
ル
バ

イ
ト
で
看
守
と
し
て
、来
た
の
で
す
。最
初
は
、

た
だ
モ
ニ
タ
ー
を
見
て
い
る
だ
け
の
毎
日
で

し
た
が
、
始
め
て
か
ら
、
15
日
ほ
ど
た
っ
た
こ

ろ
に
、ミ
ン
村
の
お
じ
さ
ん
が
15
才
に
な
っ
た

子
供
た
ち
に
、自
由
に
生
活
し
て
い
る
日
本
の

子
供
た
ち
の
映
像
を
見
せ
、地
雷
た
ん
知
器
の

使
い
方
、
地
雷
の
除
去
の
仕
方
を
教
え
て
、
こ

の
場
所
を
離
れ
、日
本
に
帰
れ
る
こ
と
を
教
え

ま
し
た
。

　

私
は
、こ
の
お
じ
さ
ん
が
す
ご
い
優
し
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
ま
で
は
、
こ
の
生
活
が
あ
た
り

ま
え
だ
っ
た
子
供
た
ち
が
見
た
こ
と
も
な
い

ゲ
ー
ム
で
遊
ん
だ
り
、道
を
自
由
に
歩
い
て
い

る
日
本
の
子
供
た
ち
を
見
て
し
ま
っ
た
の
で
、

自
分
た
ち
も
、日
本
に
帰
っ
て
、思
い
っ
き
り
、

自
由
に
生
活
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
め
ば

え
て
、四
人
は
ミ
ン
村
を
出
る
こ
と
を
決
心
し

ま
す
。

　

私
は
最
初
、
こ
の
本
を
読
ん
だ
時
、
ず
い
ぶ

ん
現
実
離
れ
し
た
話
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。だ

け
ど
、
読
ん
で
い
く
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
引
き

込
ま
れ
て
、
青
年
の「
こ
ん
な
刑
が
あ
る
な
ん

て
、
理
解
で
き
な
い
」と
い
う
気
持
ち
だ
っ
た

り
、受
刑
者
の
女
の
人
の
、「
自
分
の
子
供
を
危

な
い
目
に
あ
わ
せ
た
く
な
い
」と
い
う
気
持
ち
、

子
供
た
ち
の「
ま
だ
見
た
こ
と
の
な
い
、知
ら
な

い
事
だ
ら
け
で
、
だ
け
ど
子
供
た
ち
が
見
た
、

ゲ
ー
ム
で
遊
ん
だ
り
、道
を
歩
い
て
い
る
日
本

の
子
供
た
ち
を
見
て
、
今
よ
り
も
、
絶
対
に
楽

し
い
と
思
う
日
本
に
帰
り
た
い
」と
い
う
気
持

ち
な
ど
、
色い

ろ

ん
な
場
面
で
の
、
色
ん
な
人
物
の

気
持
ち
を
考
え
な
が
ら
読
ん
で
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
本
を
読
ん
で
思
っ
た
こ
と
は
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
て
い
る
日
本
は
、何
で
も
あ

っ
て
、
不
自
由
の
な
い
生
活
が
で
き
る
け
ど
、

世
界
の
ど
こ
か
で
は
、
ま
だ
、
戦
争
と
か
し
て

い
た
り
、
地
雷
の
恐
怖
に
お
び
え
て
、
生
活
し

て
い
る
人
た
ち
が
、た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。お
腹
い
っ
ぱ
い
、
食
べ
る
だ
け
の
食

料
が
な
く
て
、な
く
な
っ
ち
ゃ
う
子
供
が
い
る

と
思
い
ま
す
。食
料
だ
け
で
な
く
勉
強
し
た
く

て
も
で
き
な
い
子
供
た
ち
や
学
校
で
勉
強
す

る
の
に
何
時
間
も
か
け
て
い
く
人
や
、危
険
な

所
で
も
行
く
人
が
い
ま
す
。

　

私
に
、
何
が
で
き
る
か
は
、
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
一
日
で
も
早
く
、
ま
ず
し
い
国
と
か
が
少

し
で
も
豊
か
に
な
っ
て
、
恐
怖
の
な
い
、
世
界

中
の
み
ん
な
が
、心
か
ら
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
日

が
来
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
書
名『
モ
ニ
タ
ー
ル
ー
ム
』 

山
田
　
悠
介
　
著

（
寸
評
）

　

非
現
実
的
な
内
容
の
物
語
で
す
が
、石
川
さ
ん
は

登
場
人
物
の
気
持
ち
を
考
え
な
が
ら
、そ
れ
を
現
実

の
こ
と
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
生
き

方
の
有
り
様
に
つ
い
て
ま
で
発
展
さ
せ
て
い
ま
す
。

生
き
る
こ
と
が
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
現
在
、人
は

互
い
に
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
い

ま
す
。し
か
し
、
そ
の
中
に
は
成
育
環
境
の
劣
悪
さ

か
ら
日
に
三
度
の
食
事
を
食
べ
ら
れ
な
い
子
、初
め

て
見
る
自
分
の
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
を
食
べ
る
こ

と
が
で
き
ず
、
た
だ
見
つ
め
て
い
る
子
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
で
す
。こ
の
本
を
読
ん
で
感
じ
た
こ
と
、
考
え

た
こ
と
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
に
周
り
の
人
た
ち

に
も
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
最
優
秀
作
品
に
つ
い
て
も
、来
月

以
降
順
次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

※�

生
徒
の
学
年
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
た
平
成

27
年
度
当
時
の
も
の
で
す
。

9　広報てしかが 2016.5 広報てしかが 2016.5　8
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　３月８日招集の第１回定例会は11日までの４日間の会期で行われ、德永町長から平成28年度町
政執行方針、小林教育長からは平成28年度教育行政方針説明が行われた。町からの提出議案とし
て、条例の制定など議案21件、平成27年度補正予算６件、平成28年度当初予算７件を審議し、それ
ぞれ可決・承認した。また、議会からは発議案２件が提案され、議員定数を現行の12人から１人減員し、
11人とする条例の一部改正がそれぞれ可決された。一般質問については、５人から８問が行われ、
町への提案を含む活発な議論が行われた。
　平成28年度町政執行方針（町長）および教育行政方針（教育長）については「広報てしかが４月号」、平成28年
度当初予算の概要については、広報てしかが４月号に折り込みの「てしかが町知って得する便利帳」に掲載。

審
議
の
あ
ら
ま
し

◆わたしたちの町議会てしかが

◎�

町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
税
分
野
に
お
け
る
個
人
番
号
利
用

手
続
き
の
一
部
見
直
し
に
伴
う
町
税
条
例

の
規
定
の
整
理
。申
告
な
ど
の
手
続
き
と
併

せ
て
、
ま
た
は
申
告
後
に
関
連
し
て
提
出

さ
れ
る
一
定
の
書
類
に
つ
い
て
は
、
個
人

番
号
の
記
載
を
要
し
な
い
と
す
る
改
正
。

専
決
処
分
事
項

●発行／北海道弟子屈町議会
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◎�

弟
子
屈
町
行
政
不
服
審
査
条
例
の
制
定

に
つ
い
て（
議
案
第
５
号
）

　

行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に
伴
い
、
第

三
者
機
関
と
し
て
の
審
査
会
組
織
に
関
す

る
こ
と
、お
よ
び
、審
査
請
求
人
な
ど
が
書

類
な
ど
の
写
し
の
交
付
を
受
け
る
際
の
手

数
料
な
ど
を
規
定
す
る
も
の
。

◎�
弟
子
屈
町
行
政
手
続
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
６
号
）

　

行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に
伴
う
文
言

整
理
を
行
う
も
の
。

◎�

弟
子
屈
町
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を
改

条
例
の
一
部
改
正

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
７
号
）

　

行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に
よ
り
、
新

た
に
導
入
さ
れ
た
審
理
員
に
よ
る
審
理
手

続
き
を
適
用
除
外
と
し
、
情
報
公
開
審
査

会
へ
の
諮
問
を
存
置
す
る
こ
と
な
ど
を
規

定
す
る
も
の
。ま
た
、行
政
機
関
が
保
有
す

る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
と
の
整
合

性
を
図
る
た
め
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◎�

弟
子
屈
町
町
民
参
加
推
進
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
８
号
）

　

議
案
第
７
号
の
条
例
改
正
に
伴
い
、
引

用
条
項
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◎�

弟
子
屈
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
制
定

に
つ
い
て（
議
案
第
９
号
）

　

行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に
よ
り
、新
た

に
導
入
さ
れ
た
審
理
員
に
よ
る
審
理
手
続

き
を
適
用
除
外
と
し
、個
人
情
報
保
護
審
査

会
へ
の
諮
問
を
存
置
す
る
こ
と
な
ど
を
規

定
す
る
も
の
。ま
た
、
行
政
機
関
が
保
有
す

る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
と
の

整
合
性
を
図
る
た
め
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◎�

弟
子
屈
町
情
報
公
開
条
例
等
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て（
議
案
第
10
号
）

◎�

弟
子
屈
町
特
定
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て（
議
案
第
11
号
）

　

い
ず
れ
も
、
議
案
第
９
号
の
条
例
改
正

に
伴
い
、
引
用
条
項
と
文
言
の
修
正
を
行

う
も
の
。

◎�

弟
子
屈
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
公
表

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て（
議
案
第
12
号
）

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、
各
任

命
権
者
か
ら
地
方
公
共
団
体
の
長
へ
の
報

告
事
項
に
人
事
評
価
の
状
況
な
ど
を
追
加

す
る
も
の
。ま
た
、行
政
不
服
審
査
法
の
改

正
に
伴
い
、文
言
改
正
を
行
う
も
の
。

◎�

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
13
号
）

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、
級
別

標
準
職
務
表
を
新
た
に
追
加
す
る
も
の
。

ま
た
、
行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に
よ
る

文
言
修
正
の
ほ
か
、
日
直
手
当
を
新
た
に

規
定
す
る
も
の
。

◎�

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て（
議
案
第
14
号
）

　

学
校
教
育
法
な
ど
の
一
部
改
正
を
受

け
、
人
事
院
規
則
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
文
言
修
正
を
行
う
も
の
。

◎�

証
人
等
の
実
費
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て（
議
案
第
15
号
）

　

農
業
委
員
会
な
ど
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
引
用
条
項
の
改
正
を
行

う
も
の
。

◎�

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
16
号
）

　

行
政
不
服
審
査
法
お
よ
び
同
施
行
令
の

改
正
に
伴
う
、町
条
例
の
規
定
の
整
理
。審

査
の
申
出
書
に
記
載
す
る
事
項
の
追
加
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
弁
明
書
提

出
の
有
効
化
、
提
出
書
類
の
写
し
な
ど
の

交
付
に
対
す
る
手
数
料
規
定
の
新
設
な
ど

に
係
る
一
部
改
正
。

◎�

弟
子
屈
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村

計
画
の
策
定
に
つ
い
て（
議
案
第
17
号
）

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
改

正
に
よ
り
法
律
が
平
成
32
年
度
末
ま
で
延

長
さ
れ
、
過
疎
対
策
事
業
債
を
は
じ
め
と

す
る
財
政
上
の
特
別
措
置
を
活
用
す
る
場

合
、
市
町
村
計
画
の
策
定
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、新
た
な
計
画
を
策
定
す
る
も
の
。今

回
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま

で
の
５
カ
年
間
の
計
画
を
議
決
し
た
。今

回
の
計
画
に
は
、
前
計
画
を
踏
襲
し
た
新

た
な
統
計
の
数
値
や
町
の
概
要
の
変
更

点
、
現
在
進
め
て
い
る
産
業
振
興
な
ど
の

各
事
業
を
追
加
し
た
。

◎�

弟
子
屈
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
18
号
）

　

厚
生
労
働
省
令
な
ど
の
一
部
改
正
に
よ

り
、18
人
以
下
の
通
所
介
護
が
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
る
改
正
。

◎�

弟
子
屈
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て（
議
案
第
19
号
）

　

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
て
い
る
基
準
な

ど
が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
改
正
。

◎�

弟
子
屈
町
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て（
議
案
第
22
号
）

　

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
区
域

の
供
用
開
始
に
伴
い
、
利
益
を
受
け
る
方

か
ら
事
業
に
要
す
る
費
用
の
一
部
に
充
て

る
た
め
徴
収
す
る
受
益
者
負
担
金
に
係
る

条
例
に
分
担
金
を
加
え
、
関
連
す
る
文
言

の
整
理
な
ど
を
行
う
一
部
改
正
。

◎�

釧
路
圏
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
36
号
）

　

専
任
の
職
員
を
配
置
で
き
る
よ
う
改
正

す
る
も
の
。

◎�

弟
子
屈
町
新
規
就
農
者
誘
致
特
別
措
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て（
議
案
第
37
号
）

　

４
月
１
日
か
ら
農
地
法
が
一
部
改
正
さ

れ
る
こ
と
に
伴
う
、
用
語
の
定
義
に
係
る

文
言
整
理
を
行
う
も
の
。ま
た
、奨
励
金
に

つ
い
て「
農
地
中
間
管
理
事
業
」で
農
地
を
賃

貸
借
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
交
付
の
対
象

と
す
る
た
め
の
一
部
改
正
。
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２億1,873万3,000円

　　　　　　区　分
 会　計　名 補正前 補正額 補正後

一　般　会　計 78億625万5,000円 ２億3,780万5,000円 80億4,406万円
国民健康保険 13億6,647万1,000円 3,358万9,000円 14億６万円
介　護　保　険 ９億2,901万5,000円 △5,121万1,000円 ８億7,780万4,000円特

別
会
計

合　計 106億1,244万1,000円 108億3,117万4,000円

平成27年度弟子屈町各会計補正予算

温　泉　事　業 １億1,544万2,000円 179万8,000円 １億1,724万円
下 水 道 事 業 ３億9,525万8,000円 △324万8,000円 ３億9,201万円

補　

正　

予　

算

町　

道　

廃　

止

◎�

町
道
路
線
の
廃
止（
議
案
第
20
号
）

�

路
線
番
号
51（
鐺
別
高
台
線
）／
総
延
長

４
２
８
・
60
㍍

　

�　

道
道
昇
格
に
伴
う
廃
止
で
あ
り
、
今

後
は
道
が
整
備
す
る
。起
点
は
弟
子
屈

消
防
署
お
よ
び
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
交
差

点
、終
点
は
町
営
球
場
交
差
点
。

�

路
線
番
号
５
０
３（
札
友
内
楽
農
支
線
）

　

／
総
延
長
４
２
６
㍍

　

�　

町
道
に
隣
接
す
る
農
地
の
所
有
者
が

親
族
関
係
で
あ
り
、道
路
と
し
て
は
必
要

な
い
こ
と
か
ら
、全
線
を
廃
止
す
る
も
の
。

◆わたしたちの町議会てしかが

町　

道　

認　

定

◎�

町
道
路
線
の
認
定（
議
案
第
21
号
）

�

路
線
番
号
７
３
１（
川
湯
駅
前
３
丁
目
１

号
線
）／
総
延
長
１
６
１
・
50
㍍

�

路
線
番
号
７
３
２（
川
湯
駅
前
３
丁
目
２

号
線
）／
総
延
長
１
２
５
・
10
㍍

�

路
線
番
号
７
３
３（
川
湯
駅
前
３
丁
目
３

号
線
）／
総
延
長
１
５
８
・
30
㍍

　

�　

１
９
９
６
年
か
ら
住
宅
が
立
地
し
、生

活
道
路
と
し
て
供
用
し
て
い
る
公
衆
用

道
路
。４
㍍
以
上
の
敷
地
が
確
保
さ
れ
、現

在
も
生
活
道
路
と
し
て
路
面
整
正
や
冬

季
除
雪
を
実
施
し
て
お
り
、地
域
の
通
行

上
、必
要
で
あ
る
。ま
た
、普
通
河
川
・
湯

川
の
管
理
上
、接
続
道
路
が
な
い
な
ど
公

共
施
設
へ
の
連
絡
道
路
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
か
ら
、町
道
に
認
定
す
る
も
の
。

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会

計（
５
会
計
）の
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、即

時
、予
算
特
別
委
員
会
へ
付
託
。審
査
の
結

果
、原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
さ
れ
、

本
会
議
に
報
告
の
後
、可
決
さ
れ
た
。

※
補
正
予
算
の
額
は
下
の
表
の
と
お
り
。

◎
一
般
会
計（
第
６
号
）議
案
第
23
号

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
２
億
３
千

７
８
０
万
５
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
80

億
４
千
４
０
６
万
円
と
し
た
。摩
周
厚
生

病
院
運
営
費
補
助
金
２
億
６
千
９
７
５
万

８
千
円
、
特
養
摩
周
運
営
費
補
助
金
２
千

９
８
０
万
２
千
円
、
地
方
創
生
事
業
６
千

２
８
０
万
円
、
町
道
除
排
雪
業
務
１
千
22

万
５
千
円
な
ど
の
増
額
と
、
公
営
住
宅
建

替
事
業
や
公
園
長
寿
命
化
事
業
の
補
助
金

の
減
に
伴
う
減
額
、
各
事
業
の
確
定
に
よ

る
不
用
削
減
や
不
足
分
な
ど
を
計
上
。

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
第
２
号
）

議
案
第
24
号

　

年
度
内
に
不
足
が
見
込
ま
れ
る
高
額
療

養
費
な
ど
の
増
額
、
26
年
度
療
養
給
付
費

負
担
金
返
還
金
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
予
算

に
そ
れ
ぞ
れ
３
千
３
５
８
万
９
千
円
を
追

加
し
、総
額
を
14
億
６
万
円
と
し
た
。

◎
介
護
保
険
特
別
会
計（
第
２
号
）

議
案
第
25
号

　

年
度
内
の
各
サ
ー
ビ
ス
利
用
見
込
み
に

伴
う
給
付
費
の
増
減
な
ど
に
よ
り
、
歳
入

歳
出
予
算
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
５
千
１
２
１
万

１
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
８
億
７
千
７

８
０
万
４
千
円
と
し
た
。

◎
温
泉
事
業
特
別
会
計（
第
２
号
）

議
案
第
26
号

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
１
７
９
万

８
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
億
１
千
７

２
４
万
円
と
し
た
。歳
入
で
は
前
年
度
繰

越
金
の
増
額
を
、
歳
出
で
は
財
政
調
整
基

金
費
な
ど
の
増
額
を
行
っ
た
。

◎
下
水
道
事
業
特
別
会
計（
第
３
号
）

議
案
第
27
号

　

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
３
２
４

万
８
千
円
を
減
額
し
、総
額
を
３
億
９
千
２
０

１
万
円
と
し
た
。歳
入
で
は
下
水
道
使
用
料
、

歳
出
で
は
委
託
料
な
ど
の
減
額
を
行
っ
た
。

◎
水
道
事
業
特
別
会
計（
第
１
号
）

議
案
第
28
号

　

収
入
で
は
公
有
物
件
建
物
災
害
共
済
金

１
９
６
万
１
千
円
の
増
額
を
、
支
出
で
は

電
気
料
・
消
費
税
な
ど
に
よ
る
１
３
２
万

８
千
円
の
増
額
を
行
っ
た
。

132万8,000円水 　 道 　 事 　 業 １億6,729万7,000円 １億6,862万5,000円
※水道事業は収益的支出のみを掲載

平
成
27
年
度

各
会
計
補
正
予
算
総
括
質
疑

平
成
28
年
度

各
会
計
予
算
総
括
質
疑

倖
和
園
の
勤
務
体
制
に
つ
い
て

職
員
不
足
の
中
、
倖
和
園
で
の
勤

務
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
雇
用
な
ど
に

関
す
る
要
綱
を
設
け
、
対
応
し
て

い
る
。

問

食
中
毒
等
発
生
時
の
対
策
に

つ
い
て

食
中
毒
等
発
生
時
の
接
客
業
者
へ

の
対
応
、
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ

る
の
か
。接

客
業
者
と
協
議
の
上
、危
険
処
置

な
ど
対
策
を
取
っ
て
い
き
た
い
。

問答 特
別
委
員
会
報
告

　

会
議
規
則
第
75
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
。

▼
付
議
事
件

　

①
議
員
定
数
の
調
査
検
討
に
つ
い
て

　

②
議
員
報
酬
の
調
査
検
討
に
つ
い
て

▼
委
員
会
の
開
催
状
況

　


第
１
回
／
１
月
25
日
㈪

　


第
２
回
／
２
月
４
日
㈭

　


第
３
回
／
２
月
22
日
㈪

▼
結
果

　

町
民
の
民
意
を
議
会
の
審
議
を
通
じ
て

町
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
適
正
な
議
員

定
数
は
何
人
が
妥
当
で
あ
る
の
か
、
慎
重

に
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

　

委
員
会
の
最
終
結
論
と
し
て
、
議
員
お

の
お
の
が
町
民
の
声
を
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
、
そ
の
責
任
と
役
割
を
よ
り
積
極
的

◎�

弟
子
屈
町
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て（
発
議
案
第
１
号
）

　

弟
子
屈
町
議
会
の
議
員
の
定
数
を
、
現

行
の
12
人
か
ら
１
人
減
の
11
人
と
す
る
条

例
の
一
部
改
正
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。次
期
一
般
選
挙
か
ら
適
用
す
る
。

◎�

弟
子
屈
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
発
議
案
第
２
号
）

　

議
員
定
数
を
１
人
削
減
し
た
こ
と
に
伴

い
、委
員
会
条
例
に
規
定
す
る
常
任
委
員
会

の
委
員
の
定
数
を
１
人
削
減
す
る
も
の
。

放
射
能
物
質
検
査
機
器
の
利

用
に
つ
い
て

一
般
町
民
の
方
で
も
持
ち
込
み
検

査
が
で
き
る
の
か
。ま
た
、周
知
し

問職
員
の
募
集
方
法
に
つ
い
て

技
術
職
を
含
め
、
町
職
員
の
募
集

は
早
く
す
べ
き
と
思
う
が
。

技
術
者
の
確
保
も
含
め
、
先
を
見

据
え
た
募
集
を
し
た
い
。

問答Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
に
つ
い
て

本
町
と
し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
し
て

ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
っ
て
い
く

の
か
。

継
続
事
業
に
つ
い
て
は
継
続
し
、

新
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
摩
周

湖
農
協
と
協
議
し
、進
め
る
。

問答

に
果
た
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
ま
た
議
員

報
酬
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討
す
る
こ

と
と
し
た
。

答

幼
保
連
携
認
定
こ
ど
も
園
に
対

す
る
保
護
者
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

問 認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

て
い
る
か
。

放
射
能
物
質
検
査
は
一
般
町
民
の

方
の
物
も
で
き
る
。あ
ら
た
め
て

周
知
を
検
討
す
る
。

答リ
ッ
ト
は
。

保
護
者
の
勤
務
体
制
に
応
じ
た
柔

軟
な
受
け

入
れ
態
勢
が
で
き

る
が
、
平
日
の
行

事
や
費
用
計
算
、

徴
収
な
ど
の
問
題

が
発
生
す
る
場
合

が
あ
る
。

答
老
人
ホ
ー
ム
の
移
転
改
築
後
、
そ

の
成
果
は
。

入
所
者
の
方
は
日
常
生
活
と
同

じ
環
境
が
得
ら
れ
る
ま
た
、
摩
周

厚
生
病
院
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
よ

り
、
急
変
時
に
即
応
で
き
る
。た
だ
、
部
屋

に
こ
も
り
き
り
に
な
る
方
も
見
ら
れ
、
対

策
を
取
っ
て
い
る
。

問答 倖
和
園
に
つ
い
て
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ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
栽
培
に
つ

い
てブ

ド
ウ
栽
培
の
事
業
計
画
は
で
き

て
い
る
か
。ま
た
今
年
度
、
畑
を

２
・
５
㌶
増
や
す
予
定
と
聞
い
た
が
。

年
度
計
画
は
で
き
て
い
る
。現
在
、

ブ
ド
ウ
の
苗
木
が
１
０
０
本
程
度

し
か
手
に
入
ら
ず
、
少
し
ず
つ
増
や
し
て

い
く
。

問答
◆わたしたちの町議会てしかが

問　

弟
子
屈
町
の
財
政
に
つ
い
て

 

答
　
事
業
の
見
直
し
と
厚
生
連
へ
の
赤
字
圧
縮
を
要
請
す
る

本
町
の
起
債
残
高
は
近
年
、
大
型

事
業
の
影
響
で
平
成
26
年
度
の
残

高
が
１
２
２
億
円
、
平
成
27
年
度
は
よ
り

増
え
る
見
通
し
と
な
り
、
町
の
将
来
負
担

が
危
惧
さ
れ
る
。基
金
も
底
を
つ
い
て
い

る
状
態
で
、
国
か
ら
の
交
付
税
の
減
額
も

見
込
ま
れ
、
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
収
入

も
減
少
し
て
い
る
。ま
た
、摩
周
厚
生
病
院

は
地
域
医
療
機
関
と
し
て
本
町
に
と
っ
て

重
要
な
施
設
で
あ
る
が
、
町
が
負
担
す
る

赤
字
補
て
ん
は
、
こ
の
５
年
間
で
年
額
２

～
３
億
円
の
間
で

推
移
し
、大
き
な
負

担
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
現
実
を
踏
ま

え
、町
財
政
の
再
建

と
地
域
経
済
の
持

続
再
生
は
同
時
に

遂
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
難
し
い
課
題
で
、
高
い
経
営
能

力
が
求
め
ら
れ
る
。今
後
の
町
財
政
運
営

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

副
町
長
答
弁

１
２
２
億
円
の
う
ち
、
65
％
は
普

通
交
付
税
で
後
年
交
付
さ
れ
る
予
定
。平

成
30
～
32
年
に
償
還
額
が
13
億
円
と
な
り

ピ
ー
ク
を
迎
え
、そ
の
後
、残
高
を
減
ら
し

て
い
く
見
込
み
で
あ
る
。人
口
減
少
や
社

会
保
障
の
増
額
、
地
方
交
付
税
の
減
額
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、行
政
評
価
を
行
い
、事

業
の
見
直
し
や
施
設
の
統
廃
合
を
進
め
て

い
く
。摩
周
厚
生
病
院
は
救
急
医
療
が
で

き
る
、
地
域
に
は
必
要
な
医
療
施
設
で
あ

る
。赤
字
補
て
ん
は
指
摘
の
と
お
り
の
額

で
あ
る
が
、
厚
生
連
と
摩
周
厚
生
病
院
に

は
各
種
会
議
を
通
し
て
赤
字
圧
縮
を
要
請

し
て
い
く
。

問

鈴 

木　

康 

弘　

議
員

一
般
質
問

一
般
質
問

答

問　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

 

答
　�

こ
の
制
度
を
今
度
と
も
充
実
さ
せ
て
い
く

２
０
１
５
年
６
月
定
例
会
で
質
問

し
た
ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充
に
つ

い
て
、
秋
ご
ろ
を
め
ど
に
関
係
機
関
と
協

議
を
進
め
る
と
の
回
答
を
得
た
。そ
の
後
、

納
付
方
法
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
使
え
る
よ
う

に
な
っ
た
だ
け
で
あ
る
。釧
路
管
内
の
他

町
村
で
は
、
品
数
を
増
や
し
た
こ
と
に
よ

り
10
月
か
ら
２
カ
月
間
で
１
千
５
０
０
件

以
上
の
寄
附
者
を
集
め
、
１
億
円
を
超
え

寄
附
金
を
集
め
た
。本
町
に
も
他
町
村
に

負
け
な
い
特
産
品
や
農
産

品
が
あ
る
。ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
の
品
数
を
増

や
し
、
寄
附
者
や
寄
附
金

を
集
め
、
町
内
産
物
を
返

礼
品
に
使
う
こ
と
で
、
農

商
業
者
の
販
売
強
化
や
産

業
育
成
に
つ
な
げ
る
べ
き

と
考
え
る
。

　

寄
附
者
の
要
望
に
よ
り

本
人
以
外
に
返
礼
品
を
届

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
、
利
用
率
向
上
と
本
町
の

Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
る
べ
き
と
思
う
が
考
え
を

伺
う
。

町
長
答
弁

２
０
１
５
年
10
月
か
ら
、
よ
り
便

利
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
で
の
納
付
を

取
り
入
れ
た
。ま
た
、返
礼
品
の
充
実
も
商

工
会
、農
協
や
観
光
協
会
と
協
議
を
重
ね
、

ま
も
な
く
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
Ｐ

Ｒ
を
開
始
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め

て
い
る
。返
礼
品
を

親
兄
弟
や
別
な
人

に
贈
る
こ
と
は
、準

備
の
た
め
に
若
干

の
時
間
を
い
た
だ

き
た
い
。
今
後
と

も
、こ
の
制
度
を
充

実
さ
せ
て
い
く
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な

対
応
を
し
て
い
く
。

問

岩 

﨑　

義 
人　

議
員

一
般
質
問

答

ふるさと納税制度のさらなる充実を

よりよい財政運営を

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
件
数
と
利

用
件
数
は
。

登
録
件
数
16
件
、
契
約
成
立
件
数

７
件
、
空
き
家
情
報
希
望
件
数
26

件
で
あ
る
。

問答 空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て

乳
児
養
育
支
援
事
業
に
つ
い

て
乳
児
養
育
支
援
対
象
者
は
何
人

か
。ま
た
、支
援
金
額
は
妥
当
か
。

対
象
児
童
は
１
２
５
人
。支
援
金

に
つ
い
て
は
今
後
、
枠
の
拡
大
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問答

公
園
の
維
持
管
理
費
用
は
。ま
た
、

公
園
の
整
理
統
合
の
考
え
は
。

管
理
費
は
年
３
千
１
９
３
万
円
。

今
後
、
関
係
機
関
と
の
協
議
を
踏

ま
え
、
整
理
統
合
を
し
な
が
ら
経
費
節
約

を
考
え
る
。

問答 公
園
に
つ
い
て

成
年
後
見
人
に
つ
い
て

成
年
後
見
人
を
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
条

件
は
。

社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ
て
い

る
法
人
後
見
人
は
、
近
隣
に
後
見

人
と
な
る
べ
き
方
が
い
な
い
、
ま
た
弁
護

士
な
ど
に
依
頼
す
る
費
用
を
捻
出
で
き
な

い
方
に
つ
い
て
、
町
長
権
限
で
依
頼
し
て

い
る
。

問答後
発
医
薬
品
に
つ
い
て

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医

薬
品
）の
利
用
促
進
と
奨
励
の
方
法

は
、ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

年
４
回
、個
別
に
通
知
し
て
い
る
。

後
発
医
薬
品
の
使
用
割
合
は
、
国

問答

介
護
予
防
に
つ
い
て

介
護
予
防
事
業
の
支
援
団
体
は
何

団
体
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
る
か
。

４
団
体
あ
り
、
ふ
ま
ね
っ
と
、
脳

ト
レ
、
ガ
ン
バ
ル
ー
ン
体
操
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

問答介
護
報
酬
引
き
下
げ
の
影
響

に
つ
い
て

介
護
報
酬
引
き
下
げ
に
伴
い
、
摩

周
厚
生
病
院
へ
の
負
担
増
は
ど
の

程
度
見
込
ん
で
い
る
か
。

介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
や
人
件

費
増
を
見
込
み
、
４
０
０
万
円
程

度
増
額
。

問答
温
泉
の
工
事
が
常
に
行
わ
れ
て
い

る
が
、そ
の
理
由
は
。

ス
ケ
ー
ル（
湯
あ
か
）の
除
去
や
、
ス

ケ
ー
ル
に
よ
り
管
詰
ま
り
し
た

送
水
管
の
入
れ
替
え
。ポ
ン
プ
の
寿
命
も

問答 温
泉
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

温
泉
使
用
料
の
滞
納
の
内
容
と
徴

収
見
込
み
は
。

浴
用
６
人
で
93
万
円
、
暖
房
用
１

人
で
21
万
１
千
円
。滞
納
額
が
増

え
な
い
よ
う
に
納
付
を
促
し
て
い
る
。

問答 温
泉
使
用
料
の
滞
納
に
つ
い
て

の
示
す
80
％
に
近
い
74
％
に
な
っ
て
い
る
。

３
年
程
度
と
短
く
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
と

共
に
交
換
な
ど
、計
画
的
に
進
め
て
い
る
。

水
道
料
金
の
未
収
金
額
に
つ

い
て水

道
料
金
の
未
収
金
額
と
、
そ
の

内
訳
は
。

２
０
１
６
年
２
月
末
で
２
千
６
０

０
万
円
程
度
。企
業
が
約
１
千
万

円
、個
人
が
約
１
千
６
０
０
万
円
。

問答水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
方
法

に
つ
い
て

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
日
の
ズ
レ

に
よ
る
超
過
料
金
の
発
生
に
つ

い
て
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

無
線
付
き
メ
ー
タ
ー
な
ど
、
徐
々

に
考
え
て
い
き
た
い
。

問答
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問　

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
設
置
な
ど
に
つ
い
て

 

答
　
認
知
症
診
断
者
数
は
３
年
間
で
延
べ
３
７
０
人

認
知
症
の
定
義
は
、
一
度
獲
得
し

た
知
的
機
能
、記
憶
、認
識
、判
断
、

学
習
の
低
下
に
よ
り
、
自
己
や
周
囲
の
状

況
を
把
握
、判
断
が
不
正
確
に
な
り
、自
立

し
た
生
活
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
状
態
を

い
う
。国
は
２
０
１
８
年
４
月
ま
で
に
認

知
症
の
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
設
置
を

求
め
て
い
る
が
、
本
町
の
取
り
組
み
の
方

針
を
伺
う
。加
え
て
、住
ま
い
・
介
護
・
予
防
・

生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
制
度
の
考
え
方
を

伺
う
。認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
過
去
３
年

間
の
人
数
の
集
計
を
伺
う
。

副
町
長
答
弁

「
認
知
症
の
支
援
チ
ー
ム
」は
、
早

期
に
認
知
症
の
鑑
別
診
断
が
行
わ
れ
、
速

や
か
に
適
切
な
医
療
・
介
護
が
受
け
ら
れ

る
初
期
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。支
援
チ
ー
ム
は
、保
健
師
や
看

護
師
な
ど
の
医
療
保
険
福
祉
の
専
門
職

と
医
師
で
構
成
さ
れ
る
。構
成
員
は
国
か

ら
定
め
る
研
修
を
受
け
、
試
験
に
合
格
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
対
象
者

を
順
次
、研
修
に
派
遣
し
、体
制
の
整
備
を

図
っ
て
い
く
。介
護
認
定
さ
れ
た
中
で
認

知
症
と
診
断
を
受
け
た
方
は
、
平
成
24
年

度
は
１
１
９
人
。25
年
度
は
１
４
１
人
。26

年
度
は
１
１
０
人
で
あ
る
。認
知
症
を
含

め
介
護
保
険
制
度
の
理
解
を
深
め
る
た
め

に
、
各
種
団
体
に
対
し
て
出
前
講
座
を
実

施
し
て
い
き
た
い
。

問

小 

川　

義 

雄　

議
員

一
般
質
問

答

問　

道
路
な
ど
の
維
持
管
理
体
制
の
確
立
に
つ
い
て

 

答
　
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
配
備
は
２
台
の
方
向
で

暴
風
雪
、台
風
、大
雪
警
報
、地
震
、

ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
の
火
山
災
害
警
戒

地
域
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
異
常
気
象
に

対
す
る
事
前
事
後
の
機
動
力
と
し
て
巡
回

警
備
用
の
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
の
配
備
を
求

め
る
。ま
た
、歩
道
上
に
除
雪
の
支
障
と
な

る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
北
海
道
電
力
所
有
の
支
柱
が

あ
る
の
で
、
早
急
に
移
設
作
業
に
つ
い
て

の
協
議
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

さ
ら
に
、
歩
道
と
車
道
の
間
に
植
栽
し

て
あ
る
植
木
な
ど
は
短
く
剪
定（
せ
ん
て
い
）

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
通
し
が
よ
く
な
り
、

安
全
確
認
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
思
う
の

で
、見
直
し
を
求
め
る
。

町
長
答
弁

巡
回
用
パ
ト
ロ
ー
ル
車
は
災
害
時

な
ど
最
低
で
も
２
台
必
要
な
こ
と
か
ら
、現

在
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
代
用
し
て
い
る
車
両

を
構
造
変
更
お
よ
び
パ
ト
ロ
ー
ル
車
へ
の

登
録
変
更
を
行
う
方
向
で
検
討
し
た
い
。ま

た
、除
雪
に
支
障
と
な
っ
て
い
る
歩
道
上
の

電
柱
な
ど
に
つ
い
て
は
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
北
海
道

電
力
と
十
分
協
議
を
進
め
る
。街
路
樹
や

植
樹
ま
す
に
つ
い
て
も
除
雪
を
し
や
す
い

方
法
を
考
慮
し
た
上
で
、
管
理
し
や
す
い

状
況
に
改
修
す
る
な
ど
検
討
す
る
。除
雪

の
契
約
方
法
に
つ
い
て
も
、
委
託
方
式
に

つ
い
て
見
直
し
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

問

答

◆わたしたちの町議会てしかが

問　

温
泉
入
浴
施
設
の
誘
致
に
つ
い
て

 

答
　
相
手
側
の
動
き
を
注
視
し
て
い
る

本
町
の
道
の
駅
の
名
称
は「
道
の
駅
・

摩
周
温
泉
」で
あ
る
が
、本
町
の
道

の
駅
は「
足
湯
」の
み
で
あ
り
、温
泉
入
浴
施

設
が
な
い
。

　

旅
行
者
か
ら「
摩
周
温
泉
」は
ど
こ
か
と

尋
ね
ら
れ
て
も
、町
中
に
は「
こ
こ
が
摩
周
温

泉
で
す
」と
答
え
ら
れ
る
だ
け
の
温
泉
入
浴

施
設
が
な
い
。昨
年
、
道
の
駅
に
民
間
企
業

に
よ
る
温
泉
入
浴
施
設
の
建
設
計
画
が
具

体
化
し
、二
度
に
わ
た
り
全
員
協
議
会
が
開

催
さ
れ
、町

と
し
て
の

支
援
策
が

協
議
さ
れ

た
。
位
置

図
、
設
計

図
ま
で
示

さ
れ
て
い

た
が
、
一

向
に
着
工

の
気
配
が

な
い
。

町
長
答
弁

本
件
に
つ
い
て
は
、道
の
駅
・
摩
周

温
泉
裏
手
に
温
泉
入
浴
施
設
を
建
設
し
た

い
と
の
申
し
出
を
受
け
、
町
有
地
を
無
償

貸
与
す
る
こ
と
で
誘
致
す
る
こ
と
の
同

意
を
得
た
。早
期
に
建
設
し
た
い
意
向
で

あ
っ
た
が
、
建
設
場
所
が
予
想
以
上
に
軟

弱
な
土
地
で
あ
り
、
専
門
業
者
と
基
礎
工

事
に
つ
い
て
再
三
協
議
し
て
い
た
。予
定

事
業
費
の
中
で
、
基
礎
工
事
を
含
め
入
浴

施
設
を
建
設
で
き
る
方
策
が
な
い
か
検
討

を
し
て
い
る
。町
の
方
か
ら
も
経
過
を
伺

い
状
況
把
握
を
行
っ
て
き
た
が
、
入
浴
施

設
の
誘
致
に
特
別
な
資
金
的
支
援
は
し
な

い
こ
と
で
進
め
て
い
る
。進
出
企
業
に
対

し
て
完
成
期
限
は
付
し
て
お
ら
ず
、
現
在

も
実
施
す
べ
く
準
備
を
続
け
て
い
る
。今

回
の
民
間
資
金
で
の
建
設
計
画
は
本
町
の

観
光
に
と
っ
て
も
有
益
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。今
し
ば
ら
く
相
手
側
の
動
き
を
注

視
し
た
い
。

問

山 

田　

 　

博　

議
員

一
般
質
問

答

問　

物
品
な
ど
の
町
内
業
者
契
約
方
法
に
つ
い
て

 

答
　
契
約
金
額
は
総
額
約
１
億
５
千
２
０
０
万
円

物
品
に
該
当
す
る
品
物
は
２
９
７

あ
る
。町
内
業
者
に
限
定
し
て
の

問

工
事
・
設
計
・
物
品
の
各
入
札
参
加
資
格
申

請
登
録
業
者
の
中
で
、
工
事
と
物
品
の
両

方
を
兼
ね
て
い
る
業
者
数
と
物
品
だ
け
の

業
者
数
を
伺
う
。ま
た
、平
成
25
～
26
年
度

の
各
業
者
別
の
契
約
件
数
と
総
額
を
求
め

る
。さ
ら
に
、入
札
の
通
知
方
法
に
つ
い
て

伺
う
。

副
町
長
答
弁

入
札
執
行
の
対
象
額
は
、
工
事

な
ど
の
請
負
が
１
３
０
万
円
、
財
産
の

買
い
入
れ
が
80
万
円
、
物
件
の
借
り
入
れ

が
40
万
円
、
そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
は

50
万
円
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
25
年
、
26
年
度
の
２
年
間
の
町
内

登
録
業
者
数
に
つ
い
て
は
、
工
事
部
門
が

28
社
、設
計
部
門
が
２
社
、物
品
な
ど
の
部

門
が
86
社
で
、
こ
の
う
ち
工
事
と
物
品
の

両
方
を
登
録
し
て
い
る
業
者
は
21
社
あ
る
。

２
年
間
の
入
札
件
数
は
43
件
で
、
契
約
金

額
の
総
額
は
約
１
億
５
千
２
０
０
万
円
で

あ
る
。内
訳
と
し
て
、工
事
部
門
の
落
札
は

５
件
で
約
３
千
２
０
０
万
円
、
物
品
部
門

の
落
札
は
38
件
で
約
１
億
２
千
０
０
０
万

円
で
あ
る
。入
札
の
通
知
方
法
な
ど
は
、町

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て
い
る
。

答

問　

高
齢
者
な
ど
の
雪
下
ろ
し
支
援
に
つ
い
て

 

答
　
制
度
設
計
を
図
っ
て
い
く

毎
年
、
全
道
各
地
で
屋
根
な
ど
の

雪
下
ろ
し
作
業
中
に
死
亡
や
け
が

を
さ
れ
た
高
齢
者
が
い
る
。雪
の
多
い
市

町
村
で
は
独
自
に
、
け
が
防
止
と
そ
の
除

雪
費
用
を
個
別
に
支
援
し
て
い
る
。国
で

も「
高
齢
者
の
く
ら
し
を
守
る
経
費
」と
し

て
予
算
を
み
て
い
る
の
で
、
１
日
で
も
早

く
除
雪
な
ど
の
作
業
を
依
頼
し
た
人
に
対

し
て
財
政
支
援
す
る
体
制
を
つ
く
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

町
長
答
弁

町
内
で
も
、
自
分
の
家
の
屋
根
の

雪
下
ろ
し
中
に
屋
根
か
ら
落
ち
て
、
病
院

に
運
ば
れ
た
高
齢
者
が
い
る
。本
町
に
、雪

下
ろ
し
事
業
に
対
応
で
き
る
事
業
者
が
い

る
の
か
ど
う
か
な
ど
、
事
業
者
に
関
す
る

こ
と
や
年
齢
要
件
、
家
族
構
成
な
ど
利
用

者
の
条
件
整
備
を
含
め
全
体
の
制
度
設
計

を
行
っ
た
上
で
、
今
年
12
月
ま
で
間
に
合

う
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問

答

道の駅摩周温泉の足湯
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問　

今
後
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
進
め
方
に
つ
い
て

 

答
　
誘
致
活
動
、受
け
入
れ
環
境
整
備
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
る

３
月
26
日
の
函
館
ま
で
の
新
幹

線
の
開
業
に
向
け
、
メ
デ
ィ
ア
な

ど
で
道
南
は
か
な
り
の
盛
り
上
が
り
を
見

せ
る
一
方
、
東
北
海
道
は
少
々
影
が
薄
く

な
っ
て
い
る
感
が
あ
る
。そ
う
し
た
中
、国

内
旅
行
者
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
大
切

だ
が
、今
こ
そ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
活
動
、特
に

北
海
道
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
開
設
を
し
た

ア
セ
ア
ン
事
務
所
を
活
用
し
な
が
ら
、
ア

セ
ア
ン
諸
国
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
、
考

え
を
伺
う
。

町
長
答
弁

観
光
産
業
は
農
業
と
共
に
本
町

の
基
幹
産
業
で
あ
る
。近
年
、訪
日
外
国
人

観
光
客
の
入
り
込
み
が
多
く
な
っ
て
い
る

中
で
ア
ジ
ア
圏
か
ら
の
お
客
さ
ま
が
80
％

を
占
め
て
お
り
、
34
％
が
１
～
３
月
と
冬

季
間
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
通
年
観
光
実

現
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。町
と
し
て

も
釧
路
市
と
進
め
る
観
光
圏
事
業
、
誘
客

活
動
支
援
な
ど
、
訪
日
外
国
人
対
策
を
講

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。平
成
28
年
１

月
に
開
設
し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ア
セ
ア

ン
事
務
所
に
つ
い
て
は
、
道
の
施
策
と
し

て「
道
産
食
品
輸
出
１
千
億
円
」「
来
道
外
国

人
客
３
０
０
万
人
」を
目
標
に
開
設
。本
町

も
情
報
収
集
し
な
が
ら
、
経
費
面
も
含
め

活
用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

鈴 

木　
　

 

繁　

議
員

一
般
質
問

答

　
議
会
の
動
き   

（
12
月
８
日
～
３
月
７
日
）

議長会関係

　12月17～18日　　　釧路町村議会議長会12月定例会（標茶町）

　２月15日　　　　　�釧路町村議会議長会２月定例会（浜中町）

委員会関係

　12月28日　　　　　議会広報編集特別委員会

　１月12日　　　　　議会広報編集特別委員会

　１月25日　　　　　議員定数等調査検討特別委員会

　２月４日　　　　　議員定数等調査検討特別委員会

　２月22日　　　　　議員定数等調査検討特別委員会

　３月２日　　　　　議会運営委員会

一部事務組合関係

　12月25日　　　　　��平成27年第３回釧路公立大学事務組合議会定例会

　２月１日　　　　　釧路広域連合組合議会議案説明会

　２月18日　　　　　平成28年第１回釧路広域連合組合議会定例会

　２月26日　　　　　平成28年第１回釧路北部消防事務組合議会定例会

　　　　　　　　　　平成28年第１回川上郡衛生処理組合議会定例会

その他

　12月17日　　　　　補給艦「ましゅう」安全祈願祭

　１月６日　　　　　道新グループ新年交礼会（釧路市）

　１月10日　　　　　�第68回弟子屈町成人式式典

　１月16日　　　　　とくなが哲雄新春の集い

　１月22日　　　　　弟子屈町役場管理職会新年会

　２月３日　　　　　平成27年度第１回釧路管内地域未来づくり会議

　２月18日　　　　　小澤由明氏の藍綬褒章受章を祝う会（釧路市）

　２月26日　　　　　玉川大学との受託研究発表会

　　　　　　　　　　鈴木宗男・鈴木たかこ新春交礼会

　３月５日　　　　　跡佐登自治会の歩みおよび川湯開拓70周年記念式典

　　　　　　　　　　伊東よしたか・小松しげる合同新年交礼会

◆わたしたちの町議会てしかが
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平成28年

第１回臨時会
（２月４日）

　

第
１
回
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
、
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

議
案
４
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
閉
会

し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

◎�

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
１
号
）

◎�

弟
子
屈
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て（
議
案
第
２
号
）

◎�

旧
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他

の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
３
号
）

◎�

弟
子
屈
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て（
議
案
第
４
号
）

　

上
記
４
件
は
い
ず
れ
も
、
人
事
院
勧
告

に
伴
い
、職
員
、特
別
職
、教
育
長
、議
会
議

員
の
期
末
手
当
を
０
・
１
カ
月
引
き
上
げ
、

年
間
４
・
２
カ
月
と
す
る
と
と
も
に
、職
員

の
給
与
に
お
い
て
は
給
料
表
の
水
準
を
平

均
で
０
・
４
％
引
き
上
げ
を
行
う
改
正
。

町政・議会は
あなたのために

傍聴手続きは
議場入り口の受付簿に
氏名を記載するだけです

～お気軽にお越しください～

次回の

『平成28年第２回弟子

屈町議会定例会』は

６月上旬開催の

予定です


